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マスターズ甲子園２０２０以降シリーズ案 
＜申請枠＞ 

申請枠に申請を希望する都道府県リーグは、所定の「予選大会登録書（申請枠用）」の入力フォームに必要事項を入力

し、２０１９年の１０月初旬から２週間の期間で大会事務局に送信する。その後、「予選大会登録書」に記載されたＯＢチー

ム数と共に、各予選大会の都道府県高校野球連盟加盟高校数に対する OB チーム数の割合を勘案した票数により（表１

参照）、２０１９年定例総会（１１月）において申請枠を希望した加盟都道府県の出席者による抽選会を行い、２０２０年～２０

２１年本大会への予選大会リーグを確定する。ただし、これまでマスターズ甲子園本大会に出場していない新規の都道府

県からの申請があった場合には、優先的にマスターズ甲子園２０２０予選大会リーグとして確定することとする。 

 

表１：申請枠・追加枠の抽選会における票数基準 

チーム数 票数  チーム数／高野連加盟校数 票数 

８～１５チーム １票 ６０％以上 １票 

１６～２３チーム ２票   

２４～３１チーム ３票   

３２～３９チーム ４票   

４０チーム以上 ５票    

 

２０２０大会（第１７回大会） 
１１月中２日間開催 

（大会日程は２０２０年３月上旬に決定） 

２０２１大会（第１８回大会） 
１１月中２日間開催 

（大会日程は２０２１年３月上旬に決定） 

２０２２大会（第１９回大会） 
１１月中２日間開催 

（大会日程は２０２２年３月上旬に決定） 

      

      

     北海道・東北 B 

     関東 B 

     北信越・東海 B 

     近畿 B 

     四国・中国 B 

     九州・沖縄 B 

 

＜追加枠＞ 

 追加枠に申請を希望する都道府県リーグは、所定の「予選大会登録書（追加枠用）」の入力フォームに必要事項を入力

し、２０２１年の１０月初旬から２週間の期間で大会事務局に送信する。両登録書を受理後、「予選大会登録書」に記載され

たＯＢチーム数と共に、各予選大会の都道府県高校野球連盟加盟高校数に対するOBチーム数の割合を勘案した票数に

より（表１参照）、２０２０年定例総会（11月）において追加枠を希望する加盟都道府県の出席者による抽選会を行い、追加

枠上限まで予選大会リーグとして確定する。 ただし、この第二次募集（追加枠）に対し、これまでマスターズ甲子園本大

会に出場していない新規の都道府県からの応募があった場合は、予選大会リーグとして優先的に確定されることとする。 

 

＜申請枠：２７リーグ＞ ※２０１７年時点 

北海道、岩手県、宮城県、福島県、群馬県、埼玉県、 

東京都、神奈川県、富山県、長野県、岐阜県、愛知県、 

三重県、奈良県、大阪府、兵庫県、和歌山県、鳥取県、 

島根県、広島県、徳島県、愛媛県、福岡県、熊本県、 

宮崎県、鹿児島県、沖縄県 

＜追加枠：１５リーグ＞ 

※２０１７年時点 


